
唖輔

淀
川
長
治
映
画
評
論
家
〉

本
誌
七
月
号
で
日
笠
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
展
を
私
も
拝
見
し
た
。
江
戸
、
明
治
、
大
正
初

め
の
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ
味
の
あ
る
お
店
の
看
板
。
き
せ
る
、
た

ば
こ
、
く
し
、
下
駄
、
み
ん
な
見
と
れ
た
。
日
本
で
も
こ
れ
は
評

判
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
会
場
の
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ

（
日
米
協
会
）
で
私
は
お
こ
が
ま
し
く
も
日
本
映
画
の
識
演
を
半

分
英
語
半
分
日
本
語
（
ア
メ
リ
カ
人
の
通
訳
）
で
、
一
時
間
お
し

ゃ
べ
り
し
た
。
百
人
あ
ま
り
の
う
ち
半
分
は
西
洋
人
。
あ
と
で
プ

ラ
ザ
の
食
堂
で
私
の
友
人
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ジ
メ
ッ
ト
氏

五
十
九
歳
の
会
社
の
重
役
に
そ
れ
を
話
し
た
ら
、
の
け
ぞ
っ
て
び

い
わ

つ
く
り
し
た
。
日
く
ミ
ス
タ
ー
。
ヨ
ド
ガ
ワ
の
英
語
が
通
じ
た
の

で
あ
ろ
う
か
と
。
ア
メ
リ
カ
人
は
こ
の
よ
う
な
と
き
に
面
白
い
表

情
を
見
せ
る
。
私
が
十
五
日
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
る
と
き

Ｉ
Ｍ
Ｐ
（
イ
ン
フ
ラ
イ
ト
映
画
あ
っ
せ
ん
会
社
）
の
部
長
に
〃
私

も
も
う
七
十
四
歳
、
来
年
は
も
う
こ
れ
ま
い
、
来
年
は
地
獄
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
。
カ
ー
ド
を
送
る
で
あ
ろ
う
〃
と
い
う
と
私
の
手
帳

に
サ
ッ
と
何
か
を
書
い
た
。
見
る
と
〃
地
獄
行
き
の
切
符
が
あ
ま

り
に
も
高
い
の
で
ミ
ス
タ
ー
・
ヨ
ド
ガ
ワ
は
と
て
も
買
え
ま
い
〃

と
書
い
て
自
分
の
名
を
サ
イ
ン
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
顔
が
い
つ

も
明
る
い
の
は
誰
で
も
が
こ
う
だ
か
ら
だ
。

×

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
が
建
っ
て
こ
と
し
は
一
○
○
年
目
。
そ
れ
で

車
で
そ
の
橋
を
渡
り
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
わ
の
橋
の
た
も
と
の
リ
ヴ

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く
●

Q副Rｎ

ま
た
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

１
１３２
１

ァ
・
カ
フ
ェ
で
夕
食
を
と
っ
た
。
夕
景
の
対
岸
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

を
眺
め
な
が
ら
食
べ
て
い
る
と
い
つ
の
ま
に
か
夜
景
に
か
わ
り
き

ら
め
く
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
イ
ー
ス
ト
リ
ヴ
ァ
ー
ご
し
に
眺
め
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
美
し
い
と
感
心
し
た
。
百
人
く
ら
い
の
テ
ー
ブ
ル

の
向
う
で
老
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
た
っ
た
一
人
、
客
サ
ー
ヴ
ィ
ス

の
ピ
ア
ノ
を
静
か
に
弾
い
て
い
た
。
老
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う

と
パ
ー
ク
・
ア
ヴ
エ
ー
ー
ュ
ウ
の
ウ
ォ
ー
ド
ル
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
・

ホ
テ
ル
の
カ
ク
テ
ル
・
テ
ラ
ス
（
こ
こ
は
一
九
三
○
年
代
の
デ
ザ

イ
ン
）
で
も
静
か
に
二
老
人
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
で
サ
ー

ヴ
ィ
ス
演
奏
を
し
て
い
た
が
私
の
行
っ
た
と
き
は
午
後
三
時
の
ひ

る
ま
だ
っ
た
の
で
コ
ー
ヒ
ー
を
た
の
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
を
呑
み
な

が
ら
二
老
人
が
楽
し
げ
に
こ
ん
ど
は
何
を
や
ろ
う
と
瞬
き
合
い
ピ

ア
ノ
の
方
が
リ
ム
ス
キ
ィ
・
コ
ル
サ
コ
フ
の
〃
サ
ド
コ
〃
な
ど
を

弾
き
だ
す
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
〃
あ
あ
そ
れ
か
と
″
と
う
な
づ
い

て
合
奏
し
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
二
老
人
が
つ
と
め
を
終
っ
て
家

に
帰
る
風
景
が
目
に
浮
か
び
ピ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
映
画
的
ム
ー

ド
に
落
ち
た
。
一
曲
が
終
っ
た
と
き
上
品
な
し
か
し
可
愛
い
い
少

年
の
よ
う
な
青
年
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ケ
ー
ス
を
さ
げ
て
や
っ
て

来
た
。
こ
こ
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
交
た
い
す
る
ら
し
い
が
三
人
の

瞬
き
が
私
が
近
く
の
テ
ー
ブ
ル
に
い
た
の
で
よ
く
聞
き
と
れ
た
。

そ
れ
は
実
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
老
人
の
ほ
う
の
息
子
で
あ
っ
た
。

×

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
日
本
づ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
レ
ビ
朝
日
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子

の
店
員
は
見
せ

た
。

×
神
一
戸
の
ア
ラ

ガ
ワ
が
五
十
六

丁
目
に
店
を
持

っ
て
い
て
そ
こ

・
で
ビ
フ
テ
キ
を

食
べ
た
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
じ
ゅ

鰐
ワ
で
こ
こ
が
一

番
お
い
し
か
っ

た
。
十
五
日
中

三
度
も
行
っ
て

し
ま
っ
た
。

〃
そ
や
か
て
牛

の
殺
し
方
か
ら

し
て
ち
が
い
ま

ん
ね
ん
″
こ
こ

の
主
人
が
テ
キ

を
食
べ
終
っ
たよ

私
と
電
通
の
余

み
や 支

社
か
ら
私
の
ワ
ー
ゥ
ィ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
に
と
ど
け
ら
れ
た
花
束

は
ま
る
で
日
本
の
イ
ケ
バ
ナ
・
ス
タ
イ
ル
。
た
だ
し
葉
っ
ぱ
の
裏

に
金
の
粉
が
塗
っ
て
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
五
十
四
丁
目
の
薬

屋
で
水
虫
の
く
す
り
を
買
う
と
店
員
が
〃
よ
ん
ど
る
に
じ
ゅ
う

ご
せ
ん
と
″
と
い
っ
た
の
で
こ
れ
も
び
っ
く
り
。
帳
面
に
一
か
ら

五
十
ま
で
の
英
語
と
日
本
語
発
音
の
の
書
い
て
あ
る
の
を
私
に
そ

き
ダ
ン
ス
映
画
。
監
督
（
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ラ
イ
ン
）
も
主
役

（
ジ
三
一
フ
ァ
・
ピ
ー
ル
ズ
）
も
新
人
。
そ
れ
だ
け
に
た
く
ま
し

く
映
画
が
エ
ネ
ル
ギ
ィ
に
は
ち
き
れ
て
い
た
。
も
う
一
本
の
「
グ

レ
イ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
は
一
九
○
○
年
代
に
は
い
っ
た
ば
か
り
の

ア
メ
リ
カ
の
西
部
の
列
車
強
盗
映
画
。
ほ
ん
と
う
に
ジ
ョ
ン
・
フ

ォ
ー
ド
の
「
駅
馬
車
」
の
シ
ー
ン
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
始
っ
て
、
や

灘
蕊ｖ瀧蕊

騨
蝿
恥
灘
‐
坐
偲
謬
職
、
蝿
鍛
金
室
》
蕊
酔

Ｗ
騨
蝿
蜘
蝉
昭
＆
蹄

僻
班
門
．
酷
〃

宰
勤

宮
君
に
ナ
タ
で
牛
の
ノ
ウ
テ
ン
を
ぶ
ち
割
る
話
を
し
て
く
れ
た
。

×

映
画
は
十
八
本
見
た
が
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
」
と
「
グ
レ
イ

・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
一
一
本
が
最
高
だ
っ
た
。
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
」

は
近
く
日
本
で
も
封
切
る
。
工
場
で
働
く
十
八
歳
娘
が
本
格
ダ
ン

サ
ー
を
狙
う
。
映
画
に
ダ
ン
ス
・
リ
ズ
ム
が
染
ま
り
こ
ん
だ
ご
と

－
し
作
曲
の
懐
し
き
「
シ
ョ
オ
ボ
ー
ト
」
。
リ
ズ
が
や
っ
ぱ
り
満

員
で
、
一
番
の
感
激
が
バ
ラ
ン
チ
ン
舞
踊
振
付
の
「
オ
ン
。
ユ
ア

・
ト
ウ
ズ
」
の
ナ
タ
リ
ア
・
マ
カ
ロ
ヴ
ァ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
演
劇
の
大
都
会
。

fj3

フ
ィ
ル
ム
か
ら
始
っ
て
、
や

が
て
映
画
中
に
主
人
公
（
リ

チ
ャ
ー
ド
。
フ
ア
ン
ス
ワ
ー

ス
）
が
町
の
活
動
写
真
館
で

見
る
活
動
写
真
が
一
九
○
三

年
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ポ
ー
タ
ー

製
作
の
「
大
列
車
強
盗
」
（
こ

の
本
物
の
フ
ィ
ル
ム
が
え
ん

え
ん
と
出
て
き
た
ノ
．
）
と
い

う
わ
け
で
明
治
は
大
正
に
な

り
に
け
り
み
た
い
な
話
で
列

車
強
盗
時
代
も
終
っ
た
と
い

う
西
部
感
傷
ケ
ッ
サ
ク
。

×

芝
居
を
五
作
。
マ
ジ
ッ
ク

の
「
メ
ル
リ
ン
」
リ
ズ
と
バ

ー
ト
ン
が
ラ
ン
ト
・
フ
ォ
ン

テ
ン
劇
場
で
大
入
り
の
「
私

生
活
」
そ
れ
か
ら
ツ
イ
ギ
ィ

の
「
マ
イ
・
ワ
ン
・
ア
ン
ド

・
オ
ン
リ
ィ
」
マ
カ
ロ
ヴ
ァ

の
「
オ
ン
・
ユ
ア
・
ト
ウ

ズ
」
そ
れ
と
ジ
ェ
ロ
ム
・
力

涜替冒篭 蕊

１
３３
１
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亮子夫人と娘の彩子
ちゃんと一緒に

識

坐
熱
烈
な
タ

ン
イ
ガ
ー
ス

唾
フ
ア
ン
の

需
道
上
洋
一
一
一

宛
月
一
号
八
方

毒
桂
春
蝶
を

卜は
ゲ
ス
ト
に

銃
パ
ー
ト
ー

は
客
席
と

の
お
し
や

が
催
さ
れ

た
。や

は
り

近
藤
秀
男
教
授
、
高
校
の
同
級

生
奥
田
哲
也
氏
ら
が
立
ち
、
業

績
を
讃
え
た
。

村
上
氏
も
「
卵
才
は
鼻
た
れ

小
僧
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
仕

事
」
と
決
意
の
ほ
ど
を
述
べ
、

満
場
の
拍
手
を
受
け
て
い
た
。

☆
県
の
貿
易
課
長
、
宇
都
宮
浩

氏
の
イ
ン
ド
赴
任
激
励
会

兵
庫
県
は
４
年
前
か
ら
外
務

省
と
県
職
員
の
人
事
交
流
を
図

っ
て
い
る
が
、
県
商
工
部
商
業

☆
村
上
朔
雲
さ
ん
を
囲
む
集
い

書
家
の
〃
異
端
児
″
と
自
他

と
も
に
認
め
る
村
上
邦
雲
さ
ん

が
、
１
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
の
野

の
書
」
（
２
，
３
０
０
円
）
を
出

版
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
祝
賀

会
が
６
月
加
日
、
大
丸
百
貨
店

７
Ｆ
大
食
堂
で
催
さ
れ
た
。

出
版
元
の
神
戸
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
関
係
者
を
始
め
、
約
卯

名
の
友
人
知
己
が
参
集
し
た
。

欝蕊蕊溌

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

鍵
蕊
挨
拶
に

は
、
神
戸

晴
新
聞
会
館

氏
顧
問
の
坪

捧
井
三
郎
氏

小
半
ど
ん
の

塞
会
代
表
の

壁
小
林
武
雄

村
氏
、
奈
良

教
育
大
の

貿
易
課
長
を
務
め
た
宇
都
宮
浩

氏
も
そ
の
一
人
。
２
年
余
り
の

職
務
を
終
え
、
外
務
省
に
帰
属
、

７
月
に
外
交
官
と
し
て
イ
ン
ド

に
勤
務
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

氏
の
渡
印
激
励
会
が
、
６
月

肥
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
。
ソ
シ
ア

ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
開
か
れ

た
。
主
催
は
氏
が
会
員
で
も
あ

っ
た
関
西
日
印
文
化
協
会
（
桑

原
泰
業
会
長
）
。
約
剛
人
が
集

う
盛
況
ぶ
り
で
、
小
笠
原
暁
、

貝
原
敏
民
両
副
知
事
ら
県
関
係

者
、
イ
ン
ド
総
領
事
の
Ａ
・
Ｌ

・
ス
リ
バ
ス
タ
バ
氏
を
始
め
と

す
る
在
神
イ
ン
ド
人
、
望
月
美

佐
さ
ん
、
土
井
芳
子
さ
ん
ら
多

彩
な
顔
ぶ
れ
の
会
だ
っ
た
。

☆
妻
と
二
人
、
〃
心
と
腹
″
で

絵
を
描
き
続
け
た
い

ぼ
た
ん
に
命
を
た
く
す
と
い

っ
て
新
し
い
出
発
へ
の
意
気
込

み
を
感
じ
さ
せ
る
山
本
寓
司
画

伯
が
今
回
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ

さ
い
に
於
て
６
月
型
日
’
６
月

四
日
ま
で
ぼ
た
ん
の
花
を
中
心

と
し
た
個
展
を
開
き
、
そ
の
初

日
に
心
の
こ
も
っ
た
〃
さ
さ
や

か
パ
ー
テ
ィ
ー
″
を
吉
田
一
夫

さ
ん
、
折
井
一
夫
さ
ん
、
沼
田

か
ず
え
さ
ん
な
ど
を
迎
え
て
行

な
っ
た
。
「
今
年
は
台
湾
へ
行

蛙
台
湾
へ
行

っ
て
足
の

ク
ー
ニ
ヤ
ン

ん
長
い
姑
娘

韮
（
お
嬢
さ

雷
ん
の
意
）

蔀
を
描
き
た

通
い
」
と
語

珂
る
山
本
さ

耐
ん
は
ま
だ

砿
ま
だ
限
り

田
な
い
道
へ

吉
の
二
人
三

脚
を
見
つ

：

１
１３４
１

く
り
。
パ
ー
ト
Ⅱ
で
は
松
林
団

長
率
い
る
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
応

援
団
が
舞
台
に
登
場
し
て
力
一

杯
の
コ
ー
ル
を
繰
り
広
げ
た
。

舞
台
と
客
席
の
女
性
陣
が
一
体

と
な
っ
て
凄
ま
じ
い
盛
り
上
り

ぷ
り
を
見
せ
た
。

慰溌霧霧

蕊

ら
い
た
い
」
と
切
実
に
訴
え
る

女
性
ト
ラ
キ
チ
５
０
０
名
が
集

っ
て
６
月
”
日
夜
、
芦
屋
ル
ナ

ホ
ー
ル
で
〃
阪
神
を
何
と
か
し

た
い
女
性
の
会
″
が
催
さ
れ

め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

☆
女
性
ト
ラ
キ
チ
大
集
合

「
死
ぬ
ま
で
に
一
度
で
い
い
か

ら
タ
イ
ガ
ー
ス
に
優
勝
し
て
も
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i ●小泉パーティは
1 結婚を希望する男女にお見合や愛好会ｉ
i によって健全なご交際のお手伝いをいＩ
ｉたします。身元の確かなことは良縁の！
| 第一条件です。身元の確かな方々 の会ｉ
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I 事務局〒6 5 0 中央区江戸町1 0 0 高砂ビル5 1 0 ＃
I コミュニティサ･ 一ビス内宮3 9 2 - 0 2 0 O 小泉正巳！
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講師林雅晴〈㈱ｼ ﾔ ﾙ ﾚ 代表取締役〉
を中心に、心と商品との交流をめざし
ている。また社の教育指導理念として
も販売方法、商品知識の習得と共に、
自己啓発の場となる人財りということ
を強く進めている。
人間というものは精神的影響が強い
ものであり、会社経営といっても所詮
は人間の集団で、人のもつ自然の法則
にさからってはいい仕事などできるは
ずがない。苦しいこともあれば楽しい
こともあるから仕事に対しても前向き
になることができ、そこからくる、人
のもつゆとりが会社自体を大きく変え
ていく。このようにまさに人財りを見
事に果たしている㈱シャルレは今年の
９月にポーアイにも進出。ファッショ
ンタウン神戸の明日を支える企業とし
て、ますます期待がもたれている。

林
社
長

141

スウィング第２号ができました

news86欝駕購駕‘弱L鰯“

神戸のファッション業界をリードす
るＫＦＳの機関誌“スウィング”の第
２号、只今好評発売中です。神戸の地
場産業ケミカルシューズの業界の現状
レポートから､ ｢ 神戸にファッション研

癖
斗
》

緯

究所設立を」をテーマ
とする座談会、身障者
のためのファッション
のページ等、ファッシ
ョン都市神戸らしく常
に一歩進んだ編集内容
です。（2 0 0円）

S"》醤§
鞭鍵: 蝋

６月のマンスリーサロン/"人爵り''第5回

豊かな心をもつ人財りを
スウィング第２号

コウベファッションソサエティ

;議鶏＃
驚識鍵蕊
；塗鞍令邑

鰯
オーダーサロン｡ ケントがオープン

６月のマンスリーサロンは、昭和５０
年創立以来目を見はるような急成長を
続けている高級婦人下着メーカーの株
式会社シャルレの林雅情社長を迎え、
社長自らの経験を混じえた心こもった
講演が行なわれた。
従来の店頭販売方式ではなく、ホー
ムパーティというユニークな経営方針
もさることながら、「人はみな豊かで
なければならない」と基本理念をかか
げている㈱シャルレ自体にも興味が集
中している。シャルレを築いていくこ
とになったきっかけを「商売だからと
いって儲けよう儲けようとはせず、相
手の立場にたって、自分中心に物事を
考えないようにした」と語る林社長は
常にお客様の立場にたった商品づくり

㈱ストロング＆ケントが閉店したた
め、デザイナーの田中謙司さんがその
オーダー部門を引きつぎ、オーダーサ
ロン・ケントをオープン。田中さんは
神戸洋服の草分けである祖父、父親か
ら生粋の神戸オーダーの伝統を受け継
いでおられ、この道2 0 数年のベテラ
ン。今後の更なる活躍が期待される。
神戸市中央区北長狭通４－９－９（3 3 1 ）8 7 7 6
1 0 A . Ｍ～７Ｐ. Ｍ、第１．３日唯日休

●８月の理事会
日時／８月５日（金）午後７時半～
場所／塩屋異人館倶楽部（7 5 2 ）０３７３
会費／6 0 0 0円
●８月のマンスリーサロン
日時／８月2 2 日（月）午後６時1 5 分～
場所／中突堤より納涼船にて神戸港一巡
会費／3 0 0 0 円（飲み放題）
●９月の理事会
日時／９月２日( 金) ）午後７時半～
場所／ゴム・シノワ( フランス料理) . 南京町”
●９月のマンスリーサロン
日時／９月1 6 日( 金) 午後７時～
場所／ＴＩ泣勤労会館( パネルディスカッション）
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テープカットを行なう関係者

敗
の
後
６
局
目
で
見
事
奪
取
と

い
う
快
挙
。
地
元
、
神
戸
だ
け

で
な
く
日
本
中
の
マ
ス
コ
ミ
か

ら
追
わ
れ
る
多
忙
な
毎
日
だ

が
、
出
身
校
の
滝
川
高
校
後
援

会
と
師
の
若
松
五
段
が
主
宰
す

る
若
松
将
棋
セ
ン
タ
ー
が
主
催

で
８
月
７
日
に
は
盛
大
な
祝
賀

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

長
身
で
や
せ
気
味
の
寡
黙
な

人
柄
だ
が
、
棋
風
は
攻
撃
的
で

大
胆
、
魅
力
的
な
将
棋
と
の
評

判
が
高
い
。
ま
だ
ま
だ
可
能
性

★
神
戸
か
ら
史
上
最
年
少
の

谷
川
浩
司
名
人
誕
生

最
年
少
娼
人
記
録
を
破
る
、

皿
歳
の
名
人
が
６
月
晦
日
誕
生

し
た
。
須
磨
区
在
住
の
谷
川
浩

司
八
段
が
そ
の
人
で
、
加
藤
一

二
三
名
人
と
の
虹
期
名
人
戦
は

タ
イ
ト
ル
初
挑
戦
で
、
３
勝
２

メ
ー
ト
ル
の
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

が
完
成
し
、
帥
年
４
月
の
移
転

を
目
指
し
て
い
る
。
移
転
時
に

は
、
国
際
関
係
学
科
（
帥
人
）

を
新
設
し
５
学
科
と
な
る
ほ
か

ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
の

際
に
は
、
大
会
本
部
と
し
て
も

活
用
さ
れ
る
。

☆
緑
の
イ
メ
ー
ジ
鮮
や
か
に

〃
美
し
い
県
土
づ
く
り
へ
の

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
な
ど
の
神

戸
の
新
し
い
顔
を
創
る
第
一
歩

が
記
さ
れ
た
」
と
笑
顔
で
挨

拶
。
そ
の
後
改
札
口
前
で
の
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
ひ
き
つ
づ
き
、

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
の
中
、
高

ら
か
に
警
笛
を
鳴
ら
し
て
試
乗

車
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

☆
神
戸
外
大
新
学
舎
起
エ
式

神
戸
研
究
学
園
都
市
（
神
戸

市
西
区
）
に
移
転
す
る
神
戸
市

立
外
国
語
大
学
の
起
工
式
が
、

６
月
即
日
午
前
加
時
か
ら
建
設

予
定
地
で
行
わ
れ
た
。
関
係
者

約
Ⅷ
人
が
出
席
し
、
地
鎮
祭
の

あ
と
佐
野
雄
一
郎
神
戸
市
助
役

田
島
博
外
大
学
長
が
ク
ワ
入
れ

挨
拶
な
ど
を
し
た
。

事
業
費
は
肥
億
円
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
昭
和
弱
年
度
中
に

延
べ
面
積
２
万
４
千
４
百
平
方

谷川浩司新名人

を
秘
め
た
頼
も
し
い
名
人
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

☆
新
長
田
ｌ
大
倉
山
間

地
下
鉄
ス
タ
ー
ト
ノ
．

〃
み
ど
り
の
地
下
鉄
″
と
し

て
艶
年
３
月
名
谷
ｌ
新
長
田
間

開
通
以
来
、
市
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
神
戸
市
営
高
速
鉄
道
、

地
下
鉄
山
手
線
の
新
長
田
Ｉ
大

倉
山
間
が
完
成
、
６
月
Ⅳ
日
大

倉
山
駅
で
開
通
式
典
が
午
前
加

時
か
ら
行
な
わ
れ
午
後
１
時
よ

り
営
業
を
開
始
し
た
。
式
典
に

は
完
成
に
尽
力
し
た
工
事
関
係

者
ら
約
７
０
０
人
が
出
席
し
、

宮
岡
神
戸
市
助
役
が
そ
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
言
葉
の
あ
と
、
「
西
神

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
や

神
戸
市
学
園
都
市
、
ユ
ニ
バ
ー

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

＝＝二可乞生一

謹
選

本
巡
動
発
行
の
啓
発
図
瞥
「
ち
え
お

化
躯
蔚
の
社
会
稿
祉
資
金
の
「
草
の

育
実
習
の
参
考
書
と
し
て
の
利
用
を
ね

約
三
十
通
と
「
ち
え
お
く
れ
の
話
」
の

申
込
み
が
、
も
う
十
数
か
所
か
ら
き
て

蕊

142

畿
目
も
子
馬

田島学長の挨拶
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☆
２
万
台
の
ミ
ニ
カ
ー
大
集
合

燃
え
る
甲
子
園
大
イ
ベ
ン
ト

甲
子
園
阪
神
パ
ー
ク
で
「
史

上
最
大
の
ス
ケ
ー
ル
・
手
の
ひ

ら
の
上
の
自
動
車
史
」
を
開
催

中
。
期
間
は
８
月
孤
日
ま
で
で

子
ど
も
た
ち
や
フ
ァ
ン
な
ら
ず

と
も
、
こ
の
ミ
ニ
カ
ー
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
目
を

み
は
る
ば
か
り
の
大
好
評
だ
。

展
示
内
容
は
、
２
万
台
の
ミ
ー
ー

日
オ
ン
エ
ア
し
て
い
る
。
土
曜

Ｈ
の
午
後
２
１
３
時
は
キ
タ
ノ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
収
録
も
や
っ
て
い
る
。

り
緑
の
人
工
芝
を
敷
き
つ
め
生

き
た
花
い
っ
ぱ
い
の
舞
台
は
ま

る
で
公
園
の
よ
う
に
鮮
や
か
だ

っ
た
。

★
藤
岡
ひ
ろ
子
先
生
が
「
神
戸

の
中
心
市
街
地
」
を
出
版

甲
南
女
子
高
校
教
諭
の
藤
岡

ひ
ろ
子
先
生
が
、
神
戸
の
「
中

心
市
街
地
」
に
つ
い
て
地
理
学

の
立
場
か
ら
研
究
を
ま
と
め
た

同
書
（
大
明
堂
、
２
７
０
０
円
）

を
出
版
し
た
。

先
生
は
「
城
下
町
と
し
て
の

出
発
″
を
テ
ー
マ
に
６
月
妬
日

明
石
市
民
会
館
で
全
県
全
土
公

園
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ

た
。
坂
井
兵
庫
県
知
事
あ
い
さ

つ
、
梶
木
環
境
庁
長
官
、
伊
藤

県
議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
伊

藤
邦
輔
㈱
コ
マ
・
ス
タ
ジ
ア
ム

社
長
は
基
調
講
演
で
、
「
人
間

の
尊
厳
を
も
っ
て
人
間
の
繁
栄

が
開
か
れ
る
こ
と
、
自
然
を
カ

ル
デ
ィ
ベ
イ
ト
す
る
こ
と
」
を

強
調
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

草
刈
県
保
健
部
長
を
進
行
役
に

華
道
家
の
池
坊
保
子
さ
ん
、

関
西
学
院
長
の
久
山
康
さ
ん
、

ギ
タ
リ
ス
ト
の
ク
ロ
ー
ド
・
チ

ア
リ
さ
ん
が
自
然
に
対
す
る
考

え
を
述
べ
た
。
兵
庫
県
全
体
を

ン
、
鷲
異
の
手
づ
く
り
カ
ー
な

ど
を
中
心
に
、
皿
年
を
こ
え
る

自
動
車
史
な
ど
面
白
さ
で
い
っ

ぱ
い
。
主
催
は
朝
日
新
聞
で
、

発
足
加
周
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｃ
関
西
支
部
の
全
面
協
力
に
よ

る
も
の
。
こ
の
夏
、
甲
子
園
は

高
校
野
球
だ
け
で
な
く
ミ
ニ
チ

ュ
ア
カ
ー
で
熱
く
燃
え
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

口
入
場
料
・
大
人
１
２
０
０
円
・
中
高
生

９
０
０
円
・
小
人
７
０
０
円

述
絡
先
衝
０
７
９
８
（
４
１
）
６
０
０
１

蕊騨
公
園
の
よ

や
う
に
美
し

亜
く
と
い
う

訟
構
想
に
基

藷
づ
い
て
い

る
だ
け
あ

瀞

前
か
ら
取
っ
た
ス
タ
ジ
オ
ロ
ッ

シ
ュ
と
い
う
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
。
毎

、

一
般
に
は
や
や
難
解
だ
が
、
「
実

証
」
を
重
ん
じ
る
先
生
だ
け

に
、
図
や
表
で
神
戸
の
都
市
機

能
を
探
る
に
格
好
の
書
。

☆
北
野
に
コ
ン
テ
ナ
ラ
ン
ド
が

お
目
見
え
し
ま
し
た

異
人
館
通
り
の
一
本
上
の

道
、
英
国
館
向
い
の
空
地
に
４

月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
白
い

コ
ン
テ
ナ
の
シ
ョ
ッ
プ
群
、
連

日
訪
れ
る
神
戸
フ
ァ
ン
で
い
つ

も
一
杯
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
ス
ー

ベ
ニ
ー
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
混
っ
て

図
書

ガ
イ
ド

都
市
機
能
の
研
究
は
数
多
い
が

貿
易
都
市
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
少

な
い
。
ま
た
神
戸
の
歴
史
文
献

は
あ
っ
て
も
地
理
学
的
研
究
は

あ
ま
り
見
当
ら
な
い
」
と
出
版

目
的
を
語
る
。
東
京
か
ら
神
戸

に
越
し
て
加
年
余
り
、
淡
々
と

し
た
口
調
と
静
か
な
物
腰
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
論
文
と
新

た
な
加
筆
で
「
居
留
地
」
「
商

柵#：

世
界
が
恐
怖
で
充
ち
て
い
れ
ば
い
る

ほ
ど
芸
術
は
抽
象
に
む
か
う
ｌ
と
は

パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
言
莱
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
詩
と
は
、
言
語
そ
の
も
の
と
世

界
、
そ
し
て
詩
人
の
三
者
の
抜
さ
し
な

ら
な
い
厳
し
い
均
衡
を
問
い
つ
め
た
果

て
に
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書

の
表
題
と
な
っ
た
「
抽
象
」
、
神
戸
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
青
」
な
ど
蛎
篇
の
詩

を
収
め
た
珠
玉
の
詩
築
で
あ
る
。

（
書
部
季
節
社
刊
２
５
０
０
円
）

…出舞

織

藤岡ひろ子先生
的ﾘ 吹上業社
に ｰ 海昌旨
解をと横零
説専の浜細
・門比や企

テ
人
気
を
呼

ン
ん
で
い
る

．い
の
が
、
オ

白の
－
ナ
ー
の

麺
ド
グ
マ
。
ロ

蝉
シ
ッ
シ
ヤ
ン

異
ナ
さ
ん
の
名

１
１４３
１ （

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
に
、
一
瞬

の
稲
妻
の
ひ
ら
勘
き
に
も
似
た
空
間
を

素
手
で
す
ば
や
く
と
ら
え
て
し
ま
う
。

そ
の
大
胆
で
精
綴
な
観
察
の
眼
は
強
烈

な
印
象
に
溢
れ
て
い
る
。
生
あ
る
限
り

絶
え
る
こ
と
の
な
い
日
々
の
葛
藤
に
、

ひ
た
す
ら
立
ち
向
う
一
人
の
女
の
生
き

ざ
ま
が
、
句
の
一
つ
一
つ
に
惨
み
で
て

お
り
、
読
む
者
に
は
っ
と
さ
せ
る
斬
り

口
の
鮮
や
か
さ
は
著
者
な
ら
で
は
の
も

の
だ
。

（
南
方
社
刊
２
５
０
０
円
）

気
根

三
宅
三
種

一

２
万
台
の
ミ
ニ

カ
ー
の
う
ち

ス
有
名
な
ロ
ン

バ
ド
ン
２
階
（

階２
ス
の
移
り
変

麺
り
、
ト
ミ
カ

ドン
や
マ
ッ
チ
ボ

ロ

ッ
ク
ス
、
幻

の
メ
ル
ク
リ

抽
象

鈴
木
漠
著
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「
県
青
少
年
憲
章
」
の
発
表
・

宣
言
が
行
な
わ
れ
東
海
大
学
講

師
山
下
泰
裕
さ
ん
が
「
私
と
柔

道
」
と
題
し
た
記
念
講
話
を
行

っ
た
。

★
ク
ク
ル
ス
が
オ
ー
ブ
ン

橘
昭
三
創
作
き
り
絵
展
開
催

甲
南
漬
の
高
嶋
酒
類
食
品
が

大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

高
嶋
邸
を
市
民
に
開
放
、
「
こ

’
ん
う
べ
甲
南

騨
溝

戸
に
お
け
る
ア
ダ
ル
ト
の
生
活

文
化
の
拠
点
と
し
て
大
い
に
話

題
を
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
市
野
弘
之
（
立

杭
焼
）
と
橘
昭
三
（
創
作
き
り

絵
）
の
二
人
展
が
開
か
れ
た
。

（
５
月
釦
日
’
６
月
岨
日
）
橘

花時計ニ
ュ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
の
時
代

何
か
な
い
か
と
探
し
て
い

る
と
き
に
「
現
代
は
ニ
ュ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
の
時
代
」
と
い

う
言
葉
が
眼
に
飛
び
こ
ん
で

き
た
。
評
論
家
の
草
柳
大
蔵

さ
ん
の
講
演
の
ま
と
め
の
見

出
し
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
前
に

ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
と
い
う
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
教
授
の
言
葉

昭
三
さ
ん
は
、
本
誌
の
イ
ラ
ス

ト
で
も
お
馴
染
み
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
。
「
従
来
の
き
り
絵
で
も
な

く
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
も
な
い
独

特
の
世
界
を
確
立
さ
せ
た
い
」

と
語
る
今
後
に
注
目
し
よ
う
。

☆
家
庭
の
あ
り
方
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
す

６
月
”
日
、
「
し
あ
わ
せ
な
家

庭
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
兵

庫
県
主
催
）
が
神
戸
国
際
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
こ
れ

は
、
〃
よ
り
よ
い
家
庭
づ
く
り
″

の
深
刻
化
よ
っ
て
催
さ
れ
た
も

の
で
、
ま
ず
、
坂
井
県
知
事
が

挨
拶
。
続
い
て
医
事
評
論
家
水

野
肇
さ
ん
の
講
演
「
家
庭
の
健

康
教
育
は
マ
イ
ナ
ス
－
歳
か

ら
」
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
今
井

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
い
ま

の
時
代
は
「
ザ
・
タ
イ
ム
・

ア
ン
コ
レ
ク
テ
ッ
ド
・
オ
ブ

ソ
レ
ッ
セ
ン
ス
」
と
い
う
こ

と
、
つ
ま
り
現
代
社
会
は
も

う
と
っ
く
に
老
朽
化
、
陳
腐

化
さ
れ
て
い
る
の
に
そ
れ
を

直
そ
う
と
し
な
い
時
代
だ
。

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
こ

の
指
摘
は
凄
い
と
思
っ
た
。

実
際
に
現
代
の
も
ろ
も
ろ
の

体
制
と
い
う
か
手
法
が
ま
っ

た
く
老
朽
化
、
陳
腐
化
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
事

実
だ
。
経
営
の
あ
り
方
で
も

政
治
の
し
く
み
も
教
育
の
あ

り
方
で
も
そ
の
と
お
り
だ
。

講話中の山下泰裕さん′Ｌ

とるを青気かに身とそ
な指育少あな他と、の
る針て年る勇やも心あ

老
朽
化
、
陳
腐
化
の
な
か
で

物
事
に
し
が
み
つ
い
て
い
る

情
況
に
出
合
う
こ
と
も
多
い

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ニ
ュ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
の
時
代
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。

老
朽
化
と
陳
腐
化
を
破
る

の
は
、
新
し
い
考
え
、
新
し

い
概
念
を
作
り
出
す
こ
と
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
可
能
性
の
カ
ギ
が
潜
ん
で

い
る
と
い
う
の
だ
。

ニ
ュ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
は
老

朽
化
、
陳
腐
化
し
て
い
る
現

在
の
状
況
を
分
析
す
る
と
こ

ろ
か
ら
生
れ
て
く
る
。八

Ｙ
Ｖ

１
１４４
１

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
神
戸
市
外
国
語
大
学
は
、
田
島
博
学

長
の
任
卿
凋
了
の
後
、
新
学
長
に
林
一

郎
（
イ
ス
パ
ニ
ア
学
科
教
授
）
氏
が
、

７
月
１
日
よ
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
塞
皐
に
店
舗
が
あ
る
神
一
星
朋
“
の
小

売
店
で
つ
く
っ
て
い
る
墓
螺
出
店
専
門

店
懇
談
会
（
世
話
人
代
我
永
田
良
一
郎

／
坂
野
通
夫
）
が
７
月
６
日
初
の
「
東

京
セ
ミ
ナ
ｉ
」
を
悪
口
茜
工
会
議
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

★
画
家
の
河
口
龍
夫
さ
ん
が
５
月
１
日

付
で
筑
波
大
学
助
教
授
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
新
住
所
は
茨
城
県
新
治
郡
桜
村

並
木
２
丁
目
剛
ｌ
皿
宮
０
２
９
８
１
５

２
‐
５
０
８
２

☆
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
の
事
務
局
が

移
転
。
〒
砿
神
戸
市
兵
庫
区
淡
川
町
２

ノ
⑩
ノ
型
宮
叩
（
卵
）
５
２
２
３
大
阪

事
務
所
“
（
邦
）
０
７
１
５

☆
マ
ン
ガ
の
岡
田
淳
さ
ん
の
ド
イ
ツ
民

話
風
童
話
「
ぽ
や
。
ご
ち
や
け
な
よ
」

が
〃
絵
本
と
お
は
な
し
〃
９
月
号
に
褐

戦
さ
れ
ま
す
「
リ
ク
エ
ス
ト
は
星
の
は

な
し
」
「
雨
や
ど
り
は
す
べ
り
台
の
下

で
」
「
も
ぐ
ら
の
三
次
」
は
年
内
に
単

行
本
で
刊
行
予
定
。

★
株
式
会
社
ペ
ア
ー
ズ
（
菊
地
吉
弘
社

長
）
が
事
務
所
移
涯
〒
卸
神
戸
市
中
央

区
北
野
町
４
丁
目
８
番
３
号
ジ
ャ
ス
ナ

ム
ア
ベ
一
一
１
訓
茸
叩
（
麺
）
１
２
６
５

☆
奇
術
の
福
岡
康
年
さ
ん
は
、
こ
の
ほ

ど
能
采
子
ハ
イ
ジ
の
営
業
部
長
に
．
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
と
奇
術
の
組
合
せ

に
人
気
集
中
。
ま
た
元
町
４
丁
目
に
転

居
。
新
住
所
は
〒
卸
中
央
区
元
町
通
４

丁
目
６
番
Ⅳ
号
メ
ゾ
ン
ド
ー
ル
元
町
血

号
倉
（
抑
）
８
２
３
７

☆
ギ
タ
リ
ス
ト
（
フ
ラ
メ
ン
コ
）
の
向

田
俊
博
さ
ん
経
営
の
エ
ル
ヴ
ィ
ノ
が
北

野
に
産
ぷ
声
を
あ
げ
て
、
周
年
。
７
月

９
日
は
エ
ル
ヴ
ィ
ノ
で
、
７
月
、
日
は

Ｓ
Ｕ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
ズ
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ク

ラ
プ
神
戸
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
か
れ

ま
し
た
。

☆
神
戸
虹
Ｃ
支
配
人
の
坂
東
一
之
さ
ん

が
、
ダ
イ
エ
ー
灘
店
店
長
に
転
任
。
後

任
に
は
、
竹
谷
征
氏
が
蒲
任
。

★
グ
ラ
ン
ド
六
甲
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
社
員
の
穴
井
朝
美
さ
ん
が
、
専
属
プ

ロ
ポ
ー
ラ
ー
と
し
て
７
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鎮
雄
主
事
ら
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
る
「
子
ど
も
に
と
っ
て
家

庭
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
討

論
会
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
あ

鍵
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巻
き
ゴ
マ
を
ふ
る
。
つ
ま
り
普

通
の
鮪
と
は
逆
に
な
る
。
氾
年

前
に
考
案
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

メ
ニ
ュ
ー
だ
。
「
若
い
女
性
、
外

人
の
方
に
も
ど
ん
ど
ん
来
て
欲

し
い
」
と
張
り
き
っ
て
い
る
。

ロ
中
央
区
中
山
手
通
１
丁
目
７
１
ｍ

営
業
時
間
Ｐ
Ｍ
４
恥
ｍ
ｌ
Ａ
Ｍ
２
唖
帥

日
照
体
貧
３
９
１
１
３
７
０
３

☆
き
ど
り
の
な
い
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
ビ
ス
ト
ロ
、
南
京
町
に

街
づ
く
り
が
盛
ん
な
元
町
の

南
京
町
に
新
し
く
〃
コ
ム
・
シ

新
し
く
誕
生
し
た
コ
ン
パ
ス

は
、
ア
ダ
ル
ト
な
気
分
に
さ
せ

る
豪
華
な
造
り
で
、
ゆ
っ
た
り

し
た
ボ
ッ
ク
ス
席
、
音
楽
や
ダ

ン
ス
が
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
、

カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
そ
れ
に
仲
間

だ
け
の
小
さ
な
部
屋
と
多
彩
に

楽
し
め
る
レ
イ
ア
ウ
ト
。
音
楽

は
も
ち
ろ
ん
マ
ス
タ
ー
の
阪
本

完
二
さ
ん
を
中
心
に
し
た
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
演
奏
で
〃
や
っ
ぱ
り
生
の
音

楽
が
い
い
〃
と
思
わ
せ
る
ゴ
キ

ゲ
ン
な
サ
ウ
ン
ド
。
新
し
い
夜

☆
ゴ
キ
ゲ
ン
な
音
楽
の
店

コ
ン
パ
ス
が
移
転
し
て
開
店

懐
か
し
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ヒ

ッ
ト
・
ポ
ッ
プ
ス
の
演
奏
と
家

庭
的
な
雰
囲
気
で
人
気
を
呼
ん

で
い
た
コ
ン
パ
ス
が
、
パ
レ
北

野
坂
ビ
ル
９
階
に
移
転
。

荘司オーナーと紀子夫人

ﾌ ﾟ が子とスフと
ンオのお料うい
･ Ｉ店菓理ンう

び
っ

，
ノ
両
ソ
〃

音楽が魅力、ニュー「コンパス」

の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
幅
広
い
層

に
受
け
て
い
る
。

ロ
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
コ
ン
パ
ス
／
中
央
区

加
納
町
４
丁
目
パ
レ
北
野
坂
９
Ｆ

宮
３
３
１
‐
７
７
３
６

☆
握
る
人
の
心
が
味
わ
え
る

脂
専
門
店
「
魚
う
お
」

４
月
”
日
、
鮪
の
店
「
魚
う

お
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
魚
島

に
魚
が
群
れ
る
が
如
く
、
お
客

様
千
客
万
来
の
願
い
を
こ
め
て

が
、
店
名
の
由
来
。
名
付
け
親

は
、
同
店
を
設
計
し
た
フ
ァ
ー

ス
ト
デ
ザ
イ
ン
バ
ン
ク
の
稲
田

勝
己
さ
ん
。

白
木
造
り
の
店
内
に
は
隅
々

に
ま
で
ご
主
人
の
大
坪
さ
ん
の

神
経
が
行
き
届
い
て
い
る
。
「
ネ

タ
よ
り
も
鮪
御
飯
に
神
経
を
使

い
ま
す
ね
。
お
鮪
は
握
る
人
の

心
で
す
」
と
い
う
の
が
大
坪
さ

ん
の
信
条
。
ご
自
慢
は
〃
う
ら

ま
き
″
・
の
り
と
具
を
御
飯
で

瀞
国

男の船出／
大坪睦男さん

’
艮
廃
斌
麹
認
竪
ｆ
Ｊ
ｇ
８
一
／
、
》

「
南
京
町
は
安
く
て
美
味
し
い

中
華
料
理
店
が
多
い
の
で
、
そ

の
雰
囲
気
を
壊
さ
ず
、
フ
ラ
ン

ク
に
訪
れ
て
頂
け
る
カ
フ
ェ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
た
い
」
と
オ

ー
ナ
兼
シ
ェ
フ
の
荘
司
索
氏
。

岡
本
の
ア
リ
・
フ
ラ
ン
セ
で
腕

を
磨
き
、
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
イ

ジ
ー
ヌ
の
味
は
本
格
派
と
定
評

が
あ
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
も
紀
子

夫
人
の
セ
ン
ス
が
隅
々
ま
で
ゆ

き
届
き
、
清
潔
感
の
あ
る
シ
ン

プ
ル
さ
が
好
ま
し
い
。
何
よ
り

も
手
頃
な
値
段
が
魅
力
で
あ
る

口
中
央
区
元
町
通
１
丁
目
３
１
７
チ
ャ
イ

ナ
ス
ク
エ
ア
ー
Ｆ
言
３
９
１
１
３
０
３
７

営
業
時
間
Ａ
Ｍ
８
咋
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
船
、
水

晒
休

１
１４５
１

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

割
烹
料
理

東
門
石
古
宇

中
央
区
下
山
手
通
１
丁
目
３

宵
３
３
１
‐
３
５
０
１

石
｛
苧
と
聞
い
て
、
お
や
、

花
隈
石
亭
の
…
と
連
想
す
る

人
も
多
い
は
ず
。
ま
さ
に
正

解
で
、
あ
の
石
亭
の
味
が
、

神
戸
の
繁
華
街
に
お
目
見
得

と
あ
っ
て
東
門
街
に
足
を
向

け
る
回
数
も
多
く
な
り
そ
う

一
階
は
お
鮪
。
と
び
き
り

新
鮮
な
材
料
や
、
活
魚
の
一

品
料
理
な
ど
で
舌
を
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
。
二
階
は
懐
石

や
鍋
料
理
。
家
族
サ
ー
ビ
ス

会
社
の
接
待
、
寄
り
合
い
な

ど
に
う
っ
て
つ
け
と
い
え
る

昨
年
加
月
帥
日
に
開
店
、

東
門
街
は
値
が
は
る
と
敬
遠

の
向
き
や
、
老
舗
の
味
を
大

衆
的
に
味
わ
い
た
い
人
に
お

薦
め
。

口
懐
石
（
一
人
前
）
３
５
０
０
円
１
石

焼
（
同
）
３
５
０
０
円
ｌ
あ
な
ご
鍋

１
５
０
０
円
お
酒
２
８
０
円
ビ
ー

ル
３
５
０
円
５
Ｐ
Ｍ
ｌ
２
Ａ
Ｍ
（
オ

ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
ー
Ａ
Ｍ
）
日
暇
休 老舗の味が新店にも

－ず－－_ ﾏ ｰ . ､ 患Ｆ－埠一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
１４６
１

S ＰＯＴ
●
卜
ア
ロ
ー
ド
サ
ノ
ヘ
で

新
ブ
ラ
ン
ド
展
開

イ
タ
リ
ア
ン
モ
ー
ド
の

旗
手
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
注
目
さ
れ
て
い
る
女
性
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
エ
ン
リ
カ
・
マ
ッ
セ

イ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
秋
冬
物

よ
り
卜
ア
ロ
ー
ド
サ
ノ
ヘ
で
扱

わ
れ
る
。
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
を
好

む
彼
女
の
作
品
は
大
胆
で
、
デ

ザ
イ
ン
が
シ
ャ
ー
プ
。
人
間
同

士
の
コ
ミ
勇
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

強
烈
な
色
で
表
現
し
て
い
る
。

個
性
的
に
神
戸
の
女
性
が
ど
こ

ま
で
着
こ
な
せ
る
か
大
い
に
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
。

ト
ア
ロ
ー
ド
サ
ノ
へ
（
３
３
１
〉
１
９
５
２

電罰

鍵
ヱ
ン
リ
カ
・
マ
ッ
セ
イ
の

ブ
ル
ゾ
ン
風
セ
ー
タ
ー

ＮＥＷＳ
●
ユ
ー
ハ
イ
ム
よ
り

整
沢
な
新
製
品

ド
イ
ツ
菓
子
の
ユ
ー
ハ

イ
ム
か
ら
、
レ
ア
チ
ー
ズ

ケ
‐
キ
、
ョ
：
グ
ル
ト
ケ

Ｉ
キ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
，
ト
ケ
．
・
キ

に
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
巻
い
た

樹
脂
容
器
入
り
の
ケ
ー
キ
「
デ

ィ
ナ
ー
ケ
Ｉ
キ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」

が
６
月
下
旬
に
発
売
さ
れ
た
。

パ
向
ダ
ム

ツタリの

ンク
のｌ
まへ

ギフト商品にピ
ディナーケーキ

ナとなる
Ｉデ風や
ケイ味か

－
キ
の

お
い
し
さ
が
一
緒
に
な
っ
て
２

倍
の
楽
し
さ
。
ア
フ
タ
ー
デ
ィ

ナ
ー
の
デ
ザ
ー
ト
、
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
の
お
菓
子
に
ぴ
っ
た
り
の

ケ
ー
キ
。
今
雄
十
の
夏
、
ギ
フ
ト

商
品
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い

る
。

囚
価
椛
１
個
￥
２
５
０
，
３
側
か
ら
返

個
セ
ッ
ト
ま
で
揃
っ
で
い
る
。

Ｂ０．Ｋ
②
大
井
肉
店
の
森
安
さ
ん

「
牛
肉
」
の
本
を
出
版

明
治
４
年
創
業
の
老
舗

㈱
大
井
肉
店
の
関
東
地
域

各
支
店
統
括
責
任
者
、
森

安
常
義
さ
ん
（
詔
歳
）
が
、
こ
の

ほ
ど
「
牛
肉
一
と
い
う
本
を
出

版
。
各
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
森
安
さ

ん
は
、
肉
や
筋
把
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
職
人
。
職

人
と
し
て
腕
を
磨
い
て
い
く
過

F L A S H
③
華
や
か
に
世
界
の
毛
皮

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

稲
、
秘
世
界
の
新
作
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
題
し
た
フ

ロ
ア
．
シ
ョ
ー
が
６
／
型

ｌ
記
の
３
日
間
ペ
ニ
ー
毛
皮
店

本
店
で
催
さ
れ
た
。

ジ
ュ
・
・
ス
、
ワ
イ
ン
を
片
手

に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

中
で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
か

ら
エ
レ
ガ
ン
ト
な
も
の
ま
で
如

点
が
披
露
さ
れ
た
後
、
お
審
様

が
実
際
に
試
着
を
し
、
お
店
の

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

今
年
は
衿
や
肩
に
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
た
も
の
、
革
と
の
組
み

合
わ
せ
な
ど
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
が
多
い
。

雛
ベストを重ねてオーソドックス
カジュアルにに蓋で毒遜に

、
．
ド
レ
ッ
シ
ー
に
き
れ
い
に

着
る
と
い
う
従
来
の
感
覚
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ベ
ス
ト
を
重
ね
て

着
た
り
、
も
っ
と
自
由
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。
」
と
大
島
智
恵
企

画
室
長
。
最
高
級
の
毛
皮
・
ロ

シ
ア
ン
セ
ー
プ
ル
ロ
ン
グ
コ
ー

ト
（
２
千
２
百
万
円
）
に
は
会

場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
溜
め
息
が

も
れ
て
い
た
。

程
で
、
肉
の
選
別
、
さ
ば
き
方

か
ら
販
売
方
法
ま
で
ま
と
め
ら

れ
た
本
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

自
ら
筆
を
執
る
こ
と
を
決
意
。

皿
年
が
か
り
で
出
版
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
本
場
の
職
人
が
、
経
験

に
基
い
て
執
錐
し
て
い
る
だ
け

に
、
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、
カ

ラ
ー
写
真
も
豊
富
に
使
わ
れ
て

い
て
実
に
分
り
易
い
。

そ
の
道
の
プ
ロ
に
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
家
庭
の
主
婦
に
と

っ
て
も
興
味
深
い
一
冊
だ
。

よ
り
美
味
し
く
、
経
済
的
に

牛
肉
を
味
わ
う
た
め
の
知
恵
が

満
載
さ
れ
て
い
る
。

■
「
牛
肉
．
瀬
戸
出
版
刊
。
一
万
一
・
千
河

瀬
戸
出
版
／
”
（
８
３
２
）
０
５
８
０

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
１４７
１

TＯＰＩＣＳ
●
お
菓
子
・
パ
ン
の
店
ベ

ル
が
６
月
皿
日
、
量
越
枚

方
店
の
地
下
Ｉ
階
に
オ
ー

プ
ン
。
実
淡
・
販
売
を
し

て
い
る
の
で
パ
ー
‘
ス
デ
ィ

ヶ
；
土
；
も
買
い
物
中
に
約

晦
分
で
メ
プ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て

出
来
上
が
る
と
い
う
う
れ
し
い
お

店
。口

三
越
枚
方
厩
（
０
７
２
０
）

４
１
１
１
２
３
１

●
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
翻
停
季
り
又
の
伽
し

ご
案
内
・
７
月
”
ｎ
カ
ジ
ュ
ア
ル

毛
皮
フ
ロ
ア
シ
ロ
１
．
８
月
哩
閲

Ｉ
即
隠
毛
皮
サ
マ
ー
・
セ
・
‘
ル
（
以

世
は
ベ
ニ
ー
‐
毛
皮
店
に
て
）
・
８
脳

”
日
毛
皮
教
室
〈
園
際
会
館
内
）

詳
し
く
は
、
（
２
２
１
）
３
３
２

７
へ

●
フ
ラ
ン
ス
菜
子
の
ド
ン
ク
か
ら

ギ
フ
ト
に
ビ
ッ
ク
リ
の
新
製
品
。

コ
コ
ア
、
了
Ｉ
モ
ン
ド
、
チ
‐
・
ズ

コ
コ
ナ
ッ
ッ
な
ど
バ
ラ
一
．
テ
ィ
ー

な
ク
ッ
キ
ー
の
詰
め
合
わ
せ
ガ
ト

ー
セ
ッ
ク
を
ど
う
ぞ
。

⑤
中
川
衣
裳
店
は
８
月
鉛
日
無
毒
ナ

ピ
ラ
で
允
職
秘
衣
裳
展
示
会
を
洲

催
。
、
時
１
５
時
ま
で
。
詳
し
く

は
（
３
３
１
〉
７
５
２
４
へ
。

③
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
よ
り
サ

マ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
ご
案
内
、

期
間
・
７
／
１
１
８
／
瓢
料
金
・

釦
租
様
帥
方
円
、
お
二
人
の
ご
宿

泊
（
朝
食
付
〉
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
そ

れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典

付
。
詳
し
く
は
く
３
３
１
）
８
１

１
１
へ
。

●
一
一
ユ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
巾
華

料
理
サ
マ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
。
８
／

叩
ｌ
喝
、
詳
し
く
は
く
２
３
１
）

４
１
７
１
へ
。

蕊
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●リザからワインをプレゼンI 、
神戸ファッションのリーグー・
メーカー、リザからフランス・
ガス1 ､ ン社製．オリジナル輸入
ワインを1 0 端様にプレゼント。
味はモノポール・スイー・卜（甘
: 】〕、翼の食卓に嬉しい１本。
プレピントのお愛けとりは、セ
ンター- プラザ３Ｆリザホ腰で

ソポール・スイ‐．| 、（
翼の食卓に嬉しい１本
『ン卜のお愛けとりは、
･ プラザ３Ｆリザホ店で

■■■■■■■凸■■■■■ー品ｐＬＦＩ

篭i 蕊
鍵| 蕊
③サンセラドールからフレッ
シュフルーツを
阪神百貨店地Ｆ１Ｆのフルー
ツデザートの店サンセラドール
よりフレッシュフルーツをたっ
ぷり使ったデザートをプレゼン
ト。職い翼を甘く、冷たく、み
ずみずしく過すのにピックリ。
フルーツデザート４品の詰め合
わせ￥2 , 0 0 0 を５名槙に。

ＰＥＯＰＬＥ〈１１＞

●1 0 0 影自然な味を
王子忠さんくサンセラドール店長＞
阪神百貨店地下１Ｆにあるサンセラド
- - ル。季節の新鮮なフルーツをふんだん
に使ったフルーッデザ・卜のお店。自然
な持ち味を最大限に生かしてシヱフが目
の前で作ってくれる。「無添加のおいし
さを覚えてほしい。デザートを囲んでゆ
つくりとくつろげるお店に｡ 」と王子さ
んは語る。現代のヘルシー感覚にマッチ
した新しいタイプのシ１１ツプだ。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

応
罪
方
法
⑥
粟
替
に
住
所
、
氏
名
、
赴
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
・
（
神
ピ
ル
７
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
砥
．
Ｌ
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
８
月
鋤

聞
湘
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
老
発
送
、
葉
香
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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